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Ⅰ 総合情報館の概要

１ 設置の目的

文化情報資源を活かして町民の多様な活動を支援し、文化芸術の振興及び地域の活性化

の拠点となること。

２ 各部門の事業内容

図書館部門

ア 図書、記録、視聴覚資料、その他必要な資料（図書館資料）の収集、整理、保存及び

貸出しに関すること。

イ 読書案内、調査研究、情報提供等に関すること。

ウ 図書館資料に対する町民への普及啓発のための読書会、講演会、映写会、資料展示

会等の開催に関すること。

エ 乳幼児、児童及び生徒に対する読書の啓発と支援に関すること。

オ 学校図書館に対する支援及び協力に関すること。

カ 他の公共図書館、大学図書館等との相互連携及び協力に関すること。

キ その他、図書館活動の推進に関すること。

博物館部門

ア 芳賀町の美術、民俗、考古、歴史等に関する資料（博物館資料）の収集、保管及び展

示に関すること。

イ 博物館資料の利用に関すること。

ウ 博物館資料の調査研究に関すること。

エ 博物館資料の情報収集及び提供に関すること。

オ 博物館資料の講演会、研修会、講座、体験学習会等に関すること。

カ 学校教育等の支援及び協力に関すること。

キ その他、博物館活動の推進に関すること。

文書館部門

ア 歴史資料として重要な町の公文書、刊行物、歴史的私文書等（文書館資料）の収集、

整理及び保存に関すること。

イ 文書館資料の閲覧、展示その他利用に関すること。

ウ 文書館資料の調査研究に関すること。

エ 文書館資料の保存利用を目的とする普及啓発に関すること。

オ その他、文書館活動の推進に関すること。

３ 沿革

平成 年 月 日 第 回総合情報館（仮称）設立構想専門委員会

平成 年 月 日 第 回総合情報館（仮称）設立構想懇談会開催

月 日 各種団体からの意見聴取

月 日 専門委員会 懇談会合同研修会（茨城県八千代町・猿島町・三和町）
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平成 年 月 日 専門委員会『芳賀町総合情報館（仮称）基本構想』提出

月 日 第 回建設委員会開催

月 日 第 回建設委員会専門部会開催

月 日 建設委員会『（仮称）芳賀町総合情報館基本計画書』提出

月 日 第１回プロポーザル審査委員会開催

月 日 基本設計に関するプロポーザル説明会（ 社）

月 日 第 回プロポーザル審査委員会開催、 株 日本設計の提案採用

月 日 株 日本設計と基本設計の業務委託契約を締結

平成 年 月 日 株 日本設計より基本設計図書納品

月 日 生涯学習課に総合情報館推進係設置

月 日 株 日本設計と総合情報館実施設計業務委託契約締結

月 日 株 日本設計より総合情報館実施設計図書納品

平成 年 月 日 総合情報館運営説明会開催

月 日 飛島建設 株 と総合情報館建設工事請負契約締結

月 日 基礎工事開始

平成 年 月 日 飛島建設 株 より建設工事完了届提出

月 日 公募により愛称を「知恵の環館」に決定

平成 年 月 日 町民会館図書室閉室、郷土資料館閉館

月 日 芳賀町総合情報館設置管理条例制定、情報館分館設置

月 日 総合情報館図書館プレオープン 蔵書数 冊

月 日 総合情報館落成式

平成 年 月 日 東日本大震災により 月 日まで臨時休館

平成 年 月 日 町政施行 周年記念事業と併せ開館 周年記念企画展実施

平成 年 月 日 区画整理事業に伴う住所変更（祖母井南一丁目 番地 ）

月 図書館蔵書数 冊達成

平成 年 月 日 子供の読書活動優秀実践図書館として文部科学大臣表彰を受賞

平成 年 月 日 入館者数 万人達成

月 日 開館 周年記念式典・開館記念展実施

令和 年 月 日 新型コロナウィルス感染症拡大防止 月 日まで臨時休館

月 日 新型コロナウィルス感染症拡大防止のため 月 日まで臨時休館
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令和 年 月 日 外壁改修工事開始

令和 年 月 日 外壁改修工事完了

令和 年 月 日 資料移転に伴い総合情報館分館廃止

４ 施設の概要

館名 正式名称 芳賀町総合情報館

愛 称 知恵の環館

館名 英語表記 ／ ／

設 置 町立

敷 地
【位 置】栃木県芳賀郡芳賀町祖母井南一丁目 番地

【面 積】 ㎡

構 造 規 模 ＲＣ造、一部Ｓ造、地上 階

面 積

【建築面積】 ㎡

【延床面積】 ㎡

【図書部門】 ㎡

一般書架 ㎡ 児童書架 ㎡

お話し室兼体験室 ㎡ 読書・学習室 ㎡

【博物・文書部門】 ㎡

展示室１ ㎡ 展示室２ ㎡

普通収蔵庫 ㎡ 特別収蔵庫 ㎡

地域資料庫 ㎡ その他 ㎡

【管理・共用部他】 ㎡
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Ⅱ 総合情報館の統計と事業

１ 総合情報館運営協議会

総合情報館の円滑な運営を図るために、芳賀町の各種団体の代表者、学識経験者の 名

で構成し、運営内容の検討等を行った。

開催日 協議事項

月 日 木

・委員委嘱

・令和 年度芳賀町総合情報館事業報告について

・令和 年度芳賀町総合情報館事業計画について

月 日 木
・令和 年度芳賀町総合情報館上半期事業報告について

・令和 年度芳賀町総合情報館事業計画について

２ 団体見学等の受入

№ 事業名 期 日 参加人数 備 考

芳賀東小学校 年生
施設見学

月 日 火 名
小学生 名
引率 名

真岡線相互利用の会 月 日 金 名
真岡市老人
クラブ

芳賀中マイチャレンジ 月 日 水 ～ 月 日 金 名 中学生 名

芳賀北小学校 年生
施設見学

月 日 金 名
小学生 名
引率 名

計 名

     

３ 館内施設利用実績

名称 利用件数 利用日数 利用人数

多目的室 件 日 名

町民ギャラリー 件 日 名

会議室 件 日 名
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４ 展示室概要

令和 年度（ 年度）芳賀町総合情報館〈智恵の環館〉展示概要

令和 年度は町制施行 周年となるため、数々の記念展を実施し、観覧者数が昨年度よ

り増加した。

年間利用人数： 名（展示室開場日数： 日）
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５ ギャラリー展示

町民の芸術・文化の振興を図るため、また、町の事業等を広報するため、町民ギャラリー

と多目的室を資料展示の場としている。

６ 総合情報館まつり

館の魅力発信と地域交流を図るため、総合情報館まつりを開催した。

実 施 日 令和 年 月 日（土） 時～ 時

参加人数 名

内 容
スタンプラリー（総合情報館・町民会館） パネル展示 聞かせ屋。けいた

ろうさんによる読み聞かせ きぶな絵付け体験 雑誌チャリティフェア

７ 施設管理

総合情報館資料の保存に万全を期し、安全で快適な環境を維持するため、以下のとおり

施設修繕及び工事、備品の購入を行った。

修繕・工事

空調設備 中央監視装置バッテリー交換、空調自動制御機器交換

衛生設備
事務室洗面台下水漏れ修繕、男子トイレ和便器つまり修繕、親子休憩室湯

沸かし器湯漏れ修繕、女子トイレパーテイション修繕

外周 北側コンクリートフェンス塗装工事

外壁 外壁改修工事

備品

ＢＤプレイヤー２台 展示ケース２台
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８ 資料管理 資料の燻 蒸
くんじょう

処理

令和 年度も、総合情報館荷解室に燻蒸用のテントを設置し資料の殺虫、殺卵、殺カビ

処理を実施した。新収蔵資料、虫害や黴害の心配がある資料の燻蒸を行った。

実施期間 令和 年 月 日（火）～ 月 日（土）

実施場所 芳賀町総合情報館荷解室 ビニール被覆 ㎥

燻蒸方法 時間密閉燻蒸

使用薬剤 酸化プロピレン＋アルゴン【商品名：アルプ】

使用薬量 ㎏（単位薬量： ㎥）

９ 広報

以下の媒体でイベント情報や休館情報を発信した。

広報はが「知恵の環館だより」

町ホームページ

町ケーブルテレビ芳賀チャンネル

総合情報館ＳＮＳ「Ｔｗｉｔｔｅｒ」「Ｉｎｓｔａｇｒａｍ」

燻蒸作業の様子 
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Ⅲ 図書館の統計と事業

１ 開館日と入館者数

令和５年度 令和６年度 比較増減

開館日数 日 日 ▲ 日

入館者数 名 名 名

日平均入館者数 名 名 名

時以降入館者数 名 名 名

時以降平均入館者数 名 名 名

２ 貸出利用者数と資料貸出数

令和５年度 令和６年度 比較増減

貸出利用者数 名 名 名

町内貸出利用者数 名 名 名

貸出点数 点 点 点

町内貸出点数 点 点 ▲ 点

日平均貸出利用者数 名 名 名

日平均貸出点数 点 点 点

３ 新規登録者数

令和５年度 令和６年度 比較増減

新規登録者数 名 名 名

町内在住者新規登録者数 名 名 名

４ 所蔵資料数（概要）

令和５年度 令和６年度 比較増減

一般書 冊 冊 冊

児童書 冊 冊 冊

絵本 冊 冊 冊

紙芝居 冊 冊 冊

雑誌 冊 冊 ▲ 冊

地域資料 冊 冊 冊

（ビデオテープ） 点 点 点

点 点 点

点 点 点

合計（点） 点 点 点
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５ 受入資料数と除籍資料数

令和５年度 令和６年度 比較増減

受入資料数（寄贈資料を含む） 点 点 ▲ 点

受入新聞種数 種 種 種

受入雑誌種数 種 種 ▲ 種

除籍資料数（雑誌を含む） 点 点 ▲ 点

６ 各種サービス

令和５年度 令和６年度 比較増減

インターネットコーナー利用者数 名 名 ▲ 名

視聴コーナー利用者数 名 名 ▲ 名

コピーサービス枚数 枚 枚 ▲ 枚

資料予約リクエスト数 点 点 ▲ 点

レファレンス件数 件 件 ▲ 件

他館相互貸借資料数（貸出数） 点 点 点

他館相互貸借資料数（借受数） 点 点 ▲ 点

上記のほか平成 年 月 日から新着メール配信サービス、ブックリストサービスを実

施。また、スマートフォンサイトを開設している。

７ 団体貸出

貸 出 先 貸出頻度・冊数

町内各小中学校（計 校） 学期毎 校につき 冊以上。

町内各保育園・認定こども園（計 園） 隔 月 園につき 冊～ 冊。

町内各学童保育（計 箇所） 隔 月 箇所につき 冊。

生きがいサロン（計 箇所） 毎 月 サロンにつき 冊。

公民館（計 箇所） 毎 月 冊。

８ 図書館資料の特集展示

常設展示

常設特集

・学生支援コーナー ・ＹＡ！これ読め 冊

・子育て支援コーナー
・芳賀町の農産物

・メディア化原作

・自動車コーナー ・地域資料コーナー

・健康情報コーナー ・児童特集コーナー

・立松和平文庫
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特集展示

特集１ 特集３・４・５ 特集２・６

博物館・文書館との連携など こどもむけ・おとなむけ 司書のおすすめ

月

名言集

法の世界

懐かしい・・・

花

ようちえん・ほいくえん

ひらめいた！！

       この本       オススメ

文学賞 話題の本 芳賀農

かわいい本 

月

地面の下から

法の世界

医療の道

ドキドキワクワクする本大集

合

ふしぎ

発酵

       この本       オススメ

文学賞 話題の本 芳賀農 

奇跡・ミラクル 

月

人権についてかんがえよう

食べる＝生きる！

とびだせ！！海外

カラフル

ロボット

しとしと・・・雨模様

       この本       オススメ

文学賞 話題の本 芳賀農 

やさしいきもちになれる本、

あります

月

鉱物の世界

オリンピック

空のお仕事！

たなばたの本（ まで）

夏休みにやくだつ本

あたまのたいそう

大人の童話

       この本       オススメ

文学賞 話題の本 芳賀農 

現実とは異なる世界をた

のしもう！

月

鉱物の世界

オリンピック

風化させない繰り返さない戦

争

夏休みにやくだつ本

小さな世界

喫茶店

       この本       オススメ

文学賞 話題の本 芳賀農 

緊急事態

月

鉱物の世界（ まで）

認知症ってなんだろう？

透明

月

イカとタコ

はつらつ！シニアライフ

       この本       オススメ

文学賞 話題の本 芳賀農 

たよりにしてます！

月

どうしよう、職場のトラブル

映画と小説、ドラマ化した小説

米

     ハロウィン      

レトロ

       この本       オススメ

文学賞 話題の本 芳賀農 

発見！

月

鳥が好き    

武士

司書のおすすめ大集合！

ゆめ

タイトルに惹かれる

この本オススメ

文学賞 話題の本 芳賀農 

リピート確定！もう一度

読みたくなる本
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月

ゆく年くる年

読んでみよう！冬休みすいせ

ん図書

２０２４年貸出ランキング上

位本！

あたたかい本

ふわふわ・もこもこ

整理整頓

この本オススメ

文学賞 話題の本 芳賀農 

最高の組み合わせ

月

蔦屋重三郎と浮世絵

読んでみよう！冬休みすいせ

ん図書

若い人に贈る読書のすすめ

はじめてみよう！

１・壱・ この本オススメ

文学賞 話題の本 芳賀農 

なが～い

月

聞かせ屋。けいたろうさん特集

甘～いおはなし

日本

おうち

忍者

この本オススメ

文学賞 話題の本 芳賀農 

すき    

月

聞かせ屋。けいたろうさん特集

自殺予防 ミュージック

芳賀町の小中学生がえらんだ

おすすめの本

動物

きらい・にがて

手紙

この本オススメ

文学賞 話題の本 芳賀農 

生

視聴覚特集 健康特集 学生支援

月
みんな頑張れ！！応援ソン

グ

腎臓 ざつがく

朝の読書におすすめの本

月
みんな頑張れ！！応援ソン

グ

知っておきたいココロの病 みんなちがってみんないい。

朝の読書におすすめの本

月 空を見上げて 守れ！歯の健康 みんなちがってみんないい。

月 空を見上げて セルフケアをしてみよう！ 音楽がすき

月 テンションあがる！ 心臓 音楽がすき

月 テンションあがる！ 食から健康に どうぶつサイコー

月
ドラマ主題歌 気になる血糖値、コレステロ

ール

どうぶつサイコー

月 ドラマ主題歌 つらい！関節痛 食で世界を旅しちゃお！

月 冬うた からだのなかも大掃除 食で世界を旅しちゃお！
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月 冬うた 肌トラブル 将来・進路

月 あの人を想う アレルギー 将来・進路

月
あの人を想う 耳の悩み 読書コンシェルジュおすす

めの本

９ 図書館の事業

あかちゃんたいむ

概 要 乳幼児とその保護者が気兼ねなく図書館を利用できるための時間。

対 象 者 乳幼児とその保護者

場 所 芳賀町総合情報館

実 施 日 毎週水曜日 ～

読書手帳

概 要 読んだ本を記録できる「読書手帳」を希望者に配布。

対 象 者 全年齢

設 置 場 所 芳賀町総合情報館図書カウンター
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図書館おはなし会

概 要
読書に親しむ機会を提供するため、ボランティアによる絵本や紙芝居の読

み聞かせを実施。

対 象 者 乳幼児～小学校低学年とその保護者

実 施 日 毎月第 土曜日 から 分程度

実 施回 数 回

参 加者 数 名

（ ）乳幼児向けおはなし会

概 要
読書に親しむ機会を提供するため、ボランティアによる絵本や紙芝居の読

み聞かせやわらべうたを実施。

対 象 者 乳幼児～２歳までの子どもとその保護者、プレパパ・プレママ

実 施 日 毎月第 水曜日 から 分程度

実 施回 数 回

参 加者 数 名

14



ブックスタート

概 要
乳幼児 か月健診時に読み聞かせをしな

がら絵本を手渡す活動。

実 施 回 数 回（ 月・ 月・ 月・ 月・ 月・ 月）

対 象 者 か月健診幼児とその保護者

配 布 者 数 名

開 催 場 所 芳賀町保健センター

配 布 絵 本
『ぎゅうぎゅうぎゅう』講談社、『おせん

べやけたかな』童心社

春の読書月間イベント

夏休みイベント

概 要
「夏休みに役立つ本」の特集コーナー設置。スタンプカード、映画会、おばけ

の部屋を実施。

期 間 令和 年 月 日 土 ～ 月 日 日

対 象 者 全年齢

参加者数 枚 スタンプカード配布枚数 ・ 人 上映会参加人数合計

概 要

春の「子どもの読書週間」にあわせて実施。「ひらいてワクワク、めくってド

キドキ」の標語にちなみ、わくわく★ドキドキ図書館春のガチャ祭りを実施。

期間中 冊以上本を借りた中学生までの利用者がカプセルトイに挑戦できる

イベント。

期 間 令和 年 月 日 火 ～ 月 日 火

対 象 者 幼児～中学生

参加者数 人
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 秋の読書週間イベント

 クリスマス・冬休みイベント

大人のための絵本の読みきかせ

概 要

長谷川鈴子さんと高崎利子さんをお招きし、「サンタクロースの贈りもの～絵

本とヘルマンハープと～」と題し、大人のための絵本の読み聞かせと、読み聞

かせに合わせてヘルマンハープの演奏を行った。

期 間 令和 年 月 日 土

対 象 者 歳以上

参加人数 人

概 要
特集２「この本おすすめ 」を更新。図書館の利用マナーなどを学べる司

書特製しおりを作成・配布。映画会を実施。

期 間 令和 年 月 日 土 ～ 月 日（木）

対 象 者 全年齢

参加人数 枚（しおり配布枚数）・ 人（映画会参加人数合計）

概 要
クリスマスの部屋、クリスマスツリーを飾ろう！、サンタさんに手紙を書こ

う！を実施。

期 間 令和 年 月 日 土 ～ 月 日（水）

対 象 者 全年齢

参加人数 人（クリスマスツリーを飾ろう！参加者） 人（サンタさんに手紙を書

こう！参加者）
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本の福袋

概 要 司書が選んだ本 冊を福袋として、利用者へ貸出

期 間 令和 年 月 日 金 ～なくなり次第終了

対 象 者 全年齢

用 意 数 一般 袋、ＹＡ 袋、幼児 袋、児童 袋

聞かせ屋。けいたろうさんがやってくる！親子でうれしい絵本の読み聞かせ、廃棄雑

誌のチャリティ配布

概 要

① 読書に親しむイベントとして、聞かせ屋。けいたろうさんをお招きし、絵

本の読み聞かせを実施した。

② 雑誌を 人 冊まで配布。任意の募金箱を設置した。

期 間 令和 年 月 日 土 ※情報館まつり内の図書館イベントとして

対 象 者 全年齢

参加人数 ① 組。

② チャリティの募金額 円 募金は、芳賀町の奨学金に寄付した。
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ブックトーク

学校図書館との連携

学校図書館と連携して読書活動推進を図るため、総合情報館の司書を町内各小中学校に

人ずつ配置している。配置された司書は、各学校図書館運営・授業支援に加え、総合情報

館と連携し、総合情報館の図書資料を学校図書館へ団体貸出している。各学校の活動報告

や学校図書館だよりを総合情報館に掲示している。

研修等

図書館サービスの向上と職員の資質能力の向上を図るため、行政機関等主催の研修に参

加している。

期 日 研修・会議名 参加人数

令和 年 月 日 木

令和 年 月 日 水

令和 年 月 日 木

栃木県公共図書館協会、栃木県立図書館主催 
「図書館等職員基礎研修会」 

概 要 子育て支援センター等の事業に司書を派遣し、ブックトークを行う。

対 象 者 イベントに参加する幼児から大人

実施内容

① ダンディライオン主催「絵本の中からクッキング」

実施日：令和 年 月 日（金） 場所：生涯学習センター 対象：おひさ

まクラブ（北小学区学童保育）の児童

② あっとほーむ主催「絵本の中からクッキング」

実施日：令和 年 月 日（木）場所：生涯学習センター 対象：あっとほ

ーむに通う親子
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令和 年 月 日 月
公益財団法人日本図書館協会主催 
「障害者サービス担当職員養成講座（入門）」(配信) 

令和 年 月 日 木
栃木県公共図書館協会、栃木県立図書館主催 
「障害者サービス研修会」 

令和 年 月 日 木
公益財団法人伊藤忠記念財団主催 
特別研修「読書のバリアフリーをすすめるために」（配信） 

令和 年 月 日 金
小山市立中央図書館主催 
子どもと本をつなぐ講座「子どもの読書と電子図書館」 

令和 年 月 日 木
栃木県公共図書館協会、栃木県立図書館主催 
「中堅職員ステップアップ研修会」 

令和 年 月 日 水
栃木県公共図書館協会、栃木県立図書館主催 
「レファレンス基礎研修会」 

令和 年 月 日 木
栃木県公共図書館協会、栃木県立図書館主催 
「図書館資料の簡易補修」 
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Ⅳ 博物館の統計と事業

１ 展示事業

企画展・テーマ展

【企画展】

「栃木県立博物館地域移動博物館 ときめく鉱物教室」

期 間：令和 年 月 日（土）～ 月 日（日）

観覧時間： ： ～ ： （土日祝日は ： ～ ： ）

観 覧 料：無料

会 場：芳賀町総合情報館 展示室２

主 催：栃木県立博物館・芳賀町教育委員会・芳賀町総合情報館

後 援：下野新聞社・読売新聞宇都宮支局・とちぎテレビ・エフエム栃木

実施報告

・入場者数も多く、好評であった。

・夏休み期間中もあり、子どもや家族連れが多かった。

・展示室の展示資料について、図書館で関連した本をすぐ閲覧できる環境にあるの

で喜ばれている。

・アンケート結果から、展覧会について知ったのは、ポスターやチラシといった紙媒

体での情報が多かった。観覧者が全体的に若年層であるためか、少数派ではあるが

やホームページで展覧会について知る方もいた。当館は複合館であるため、図

書館に来て展覧会について知る方も多い。

・関連講座は観察などを行ったため好評であった。会場の都合上、人数が限られてい

たが、県立博物館で同様の講座を行うのでそちらも案内した。

観覧者数： 名

開催日数： 日

展示点数： 点（参考資料等含む）

印 刷 物： ポスター、 チラシ（片面）

「ときめく鉱物教室」左から ポスター チラシ

展示室入口付近 

20



関連事業

講座「火山灰は宝石箱」

講師：吉田貴洋氏（栃木県立博物館自然課主任研究員）

日時：令和 年 月 日（土） ～

場所：総合情報館多目的室

参加人数：小学生 名＋保護者 名（計 名）

展示資料一覧

標本名 和 産地 和 鉱物種分類

緑柱石 エメラルド 中華人民共和国，雲南省小麻栗坡 シクロ珪酸塩鉱物

緑柱石 アクアマリン 中華人民共和国，四川省平武県 シクロ珪酸塩鉱物

灰ばん柘榴石・珪灰石 山口県美沢市福町水神沢 福鉱山

満ばんザクロ石 栃木県鹿沼市上五月 横根山鉱山 ネソ珪酸塩鉱物

マンガン柘榴石 ブラジル，ミナスジェライス，コンセルハ
イロ ペナ

ネソ珪酸塩鉱物

灰クロム柘榴石 フィンランド ネソ珪酸塩鉱物

灰鉄柘榴石 アゼルバイジャン ネソ珪酸塩鉱物

ブルートパーズ ブラジル，ミナスジェライス，テイゼイリ
ンハ鉱山

ネソ珪酸塩鉱物

水晶 日本式双晶 山梨県東山梨郡牧丘町 乙女鉱山 酸化鉱物

オパール 蛋白石

トルコ石

ルビー コランダム

ムーンストーン 月長石

エメラルド 緑柱石 コロンビア シクロ珪酸塩鉱物

サファイア スリランカ 酸化鉱物

ブルートパーズ ネソ珪酸塩鉱物

アクアマリン 緑柱石 シクロ珪酸塩鉱物

トルマリン リシア電気石 シクロ珪酸塩鉱物

ペリドット 貴橄欖石 橄欖石の宝石名

シトリン 黄水晶 酸化鉱物

アメジスト 紫水晶 酸化鉱物

ガーネット 満礬柘榴石 ネソ珪酸塩

蛋白石 メキシコオパール メキシコ 酸化鉱物

琥珀

花崗岩

安山岩

滑石 中華人民共和国，東北区遼寧省（南満州）
大石橋

フィロ珪酸塩鉱物

硬石膏 福島県耶麻郡熱塩加納村 与内畑鉱山 硫酸塩鉱物

方解石 メキシコ，チワワ 炭酸塩鉱物

蛍石 アメリカ，イリノイ州 ハロゲン化鉱物

燐灰石 塩素燐灰石 ノルウェイ リン酸塩鉱物

正長石 アメリカ，アリゾナ州 テクト珪酸塩鉱物

石英 京都府亀岡市稗田野町 行者山 酸化鉱物

トパズ 黄玉 岐阜県恵那郡蛭川村田原 ネソ珪酸塩鉱物

コランダム ルビー インド 酸化鉱物

ダイヤモンド ロシア 元素鉱物

霰石

藍銅鉱

孔雀石

赤鉄鉱 雲母鉄鉱 岩手県和賀郡和賀町 和賀仙人鉱山 酸化鉱物

磁鉄鉱 （産地不明） 酸化鉱物

水晶 山梨県東山梨郡牧丘町 乙女鉱山 酸化鉱物
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黄玉 トパーズ 中華人民共和国，雲南省哀牢山 ネソ珪酸塩鉱物

紫外線照射装置（簡易版）

縞状鉄鉱 オーストラリア 主に酸化鉱物の集合体

黄銅鉱 秋田県北秋田郡阿仁町 佐山鉱山 硫化鉱物

閃亜鉛鉱 栃木県日光市小佐越 木戸ヶ沢鉱山 硫化鉱物

ギブス石 ボーキサイト ブラジル，ミナスジェライス 水酸化鉱物

ダイアスポア 岡山県和気郡三石町（備前市） 酸化鉱物

ベーム石 フランス 酸化鉱物

ボーキサイト

方鉛鉱

スチールウール

スプーン

ハンマーヘッド

くぎ

アルミ箔

アルミ鍋

１円玉

１０円玉

５円玉

銅

電気コード

銀箔

おもり

都市鉱山セット

鶏冠石 中華人民共和国 硫化鉱物

斧石 大分県大野郡緒方町 尾平鉱山 ソロ珪酸塩鉱物

中宇利石 愛知県新城市中宇利 中宇利鉱山

大隅石 鹿児島県垂水市早崎咲花平 早咲大橋下

ベスブ石 神奈川県足柄上郡山北町 走水沢

トルコ石 栃木県日光市猪倉字柳戸 フバサミクレー リン酸塩鉱物

逸見石 岡山県高梁市備中町 布賀鉱山 硼酸塩鉱物

吉村石 岩手県下閉伊郡田野畑村 田野畑鉱山 ソロ珪酸塩鉱物

ソーダ南部石 栃木県鹿沼市粟野 堂ノ入鉱山 イノ珪酸塩鉱物

赤鉄鉱 栃木県黒磯市木ノ股 那須蝋石鉱山 酸化鉱物

孔雀石 ザンビア，南緯 度 炭酸塩鉱物

藍銅鉱 アメリカ，ユタ州 炭酸塩鉱物

辰砂 奈良県宇陀郡菟田野町 大和水銀鉱山 硫化鉱物

石黄 アメリカ，ネバダ州 硫化鉱物

白雲母 福島県石川郡石川町 フィロ珪酸塩鉱物

岩絵の具セット

雲母 白雲母 ブラジル，ミナスジェライス フィロ珪酸塩鉱物

オーケン石 インド，プーナ イノ珪酸塩鉱物

黄鉄鉱 青森県中津軽郡西目屋村 尾太鉱山 硫化鉱物

自然金 オーストラリア，マルガレート山 元素鉱物

自然銀 メキシコ 元素鉱物

自然銅 元素鉱物

自然硫黄 メキシコ，バハ カリフォルニア 元素鉱物

黄鉄鉱 福島県南会津群只見町 黒沢鉱山 硫化鉱物

硫カドミウム鉱 栃木県那須塩原市塩原湯元 赤川鉱山 硫化鉱物

紫水晶・方解石 ブラジル，リオグランデ

黄銅鉱・水晶 栃木県上都賀郡足尾町 足尾鉱山 硫化鉱物

鋼玉 ルビー タンザニア，モロゴル 酸化鉱物

水晶・赤鉄鉱 中華人民共和国，江西省大余 酸化鉱物

紫水晶 ブラジル，ミナスジェライス 酸化鉱物

岩塩 タイ，バメント ナログ ハロゲン化鉱物

菱マンガン鉱 北海道古平郡古平町 稲倉石鉱山 炭酸塩鉱物

曹灰硼鉱 テレビ石 アメリカ，カリフォルニア州，ボロン 硼酸塩鉱物
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蛍石・灰重石 中華人民共和国，湖南省リン州 ハロゲン化鉱物・タング
ステン酸塩鉱物

石膏 デザートローズ 中華人民共和国，カラコルム砂漠（パキス
タン国境付近）

硫酸塩鉱物

緑鉛鉱 中国広西壮族自治区恭城市倒坪鉱山

藍晶石 ブラジル，ミナスジェライス ネソ珪酸塩鉱物

翠銅鉱 コンゴ シャバ

曹灰長石 マダガスカル テクト珪酸塩鉱物

鉄電気石 ブラジル，ミナスジェライス シクロ珪酸塩鉱物

緑簾石

自然蒼鉛

赤銅鉱

紫水晶 栃木県宇都宮市篠井 酸化鉱物

水晶 栃木県塩谷町下寺島 万珠鉱山 炭酸塩鉱物

紫水晶 栃木県塩谷郡塩谷町 野州鉱山 酸化鉱物

マンガンパイロスマライト 栃木県鹿沼市上粕尾発光路 鷹ノ巣鉱山
（公園林露頭）

フィロ珪酸塩鉱物

プロト鉄末野閃石 栃木県上都賀郡粟野町上五月 日瓢鉱山

黄銅鉱 栃木県上都賀郡足尾町 足尾鉱山

水晶・方解石 栃木県上都賀郡足尾町 足尾鉱山

水晶 山梨県東山梨郡牧丘町 乙女鉱山 酸化鉱物

石膏 デザートローズ チュニジア 硫酸塩鉱物

「ときめく鉱物教室」展示風景 

「ときめく鉱物教室」関連講座の様子 
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【企画展】

「町制施行 周年記念 花と鳥 生誕 年岩村秀巖の花鳥画」

期 間：令和 年 月 日（土）～ 月 日（日）

観覧時間： ： ～ ： （土日祝日は ： ～ ： ）

観 覧 料：無料

会 場：芳賀町総合情報館 展示室２

主 催：芳賀町教育委員会・芳賀町総合情報館

後 援：下野新聞社・読売新聞宇都宮支局・とちぎテレビ・エフエム栃木

もおか新聞

実施報告

・他の企画展に比べて町内からの来館者の割合が多かった。

・展示内容のよるのか観覧者の年齢層がやや高めであった。

・アンケート結果から、これまでの企画展と同様に展覧会について知ったのは、広報、

ポスターやチラシといった紙媒体での情報が多かった。しかし今回は、人から聞い

てという回答も多く見られた。

・資料保存の観点から照明を落としているため、見ずらいとの指摘があった。照明の

化によって解消される点もあるので検討が必要である。

観覧者数： 名

開催日数： 日

展示点数： 点（参考資料等含む）

印 刷 物： ポスター、 チラシ（両面）、 鑑賞ガイド（ 頁）

担 当 者：五月女 仁美

「花と鳥」左から ポスター チラシ 表・裏 鑑賞ガイド 頁
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関連事業

ギャラリートーク

解説：五月女仁美（総合情報館担当学芸員）

日時：① 令和 年 月 日（土） ～

② 令和 年 月 日（土・祝） ～

場所：総合情報館 展示室２

参加人数：① 名、② 名

展示資料一覧

№ 作者名 作品名 制作年 材質技法等 寸法等 所蔵

日本画家 岩村秀巖

岩村秀巖 群美爭妍図 昭和 年
紙本着色、
一幅

× 当館蔵

岩村秀巖 松竹双鶏図
絹本着色、
一幅

× 当館蔵

岩村秀巖 孔雀図

絹本着色、
一幅
芳賀町指定
文化財

×
個人蔵
当館寄託

岩村秀巖
花鳥図押絵貼
屏風

昭和 年
紙本着色、
六曲一隻

各 ×
当館蔵

花鳥画とは

岩村秀巖
水鳥図（白
鷺・鴨）

紙本墨画、
双幅

右： ×
左：

×

個人蔵
当館寄託

岩村秀巖
掛巣と秋草図
下絵

紙本着色 × 当館蔵

花鳥画の寓意

岩村秀巖 鷹図 下絵 紙本着色 × 当館蔵

岩村秀巖 鶏図 下絵 紙本着色 × 当館蔵

岩村秀巖
雪中松に鴛鴦
図 下絵

紙本着色 × 当館蔵

岩村秀巖 蓮図 下絵 紙本着色 ×
個人蔵
当館寄託

岩村秀巖 鯉図 下絵 紙本着色 ×
個人蔵
当館寄託

文人の理想と花鳥画

岩村秀巖 手本 笹図 紙本墨画 × 当館蔵

岩村秀巖 手本 蘭石図 紙本墨画 × 当館蔵

絵付け
岩村秀巖

壷 陶器
× × 個人蔵

当館寄託

岩村秀巖 竹図（模本） 紙本墨画 × 当館蔵

岩村秀巖
梅花水仙図・
松竹図

昭和 年
紙本墨画淡
彩、双福

右： ×
左：

×
当館蔵

写生と模写

岩村秀巖
紫陽花の写生
図

紙本着色 ×
個人蔵
当館寄託
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岩村秀巖 鴨の写生図 紙本着色 ×
個人蔵
当館寄託

岩村秀巖 鯉の写生図 紙本着色 × 当館蔵

渡邊省亭
画

『省亭花鳥画
譜 壹之巻』

明治 年
紙 木版多色刷 大倉孫兵衛
出版

当館蔵

渡邊省亭
画

『省亭花鳥画
譜 貳之巻』

明治 年
紙 木版多色刷 大倉孫兵衛
出版

当館蔵

渡邊省亭
画

『省亭花鳥画
譜 三之巻』

明治 年
紙 木版多色刷 大倉孫兵衛
出版

当館蔵

岩村秀巖
模写

群鳩に蔦（模
本）

原本＝渡邊省亭画
『省亭花鳥画譜』

紙本着色 × 当館蔵

岩村秀巖
模写

百鶴、瑞紅
鳥、亀図（模
本）

原本＝渡邊省亭画
『省亭花鳥画譜』

紙本着色 × 当館蔵

岩村秀巖
模写

音呼図（摸
本）

原本＝狩野探信 守
政 筆

紙本着色 ×
個人蔵
当館寄託

岩村秀巖
模写

耄耋図（模
本）

原本＝瀧和亭筆 紙本着色 × 当館蔵

「岩村秀巖の花鳥画」外看板 「岩村秀巖の花鳥画」団体見学の様子 

「岩村秀巖の花鳥画」展示風景 「岩村秀巖の花鳥画」ギャラリートークの様子 
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【テーマ展】

「町の道具 昔のくらし」

期 間：令和 年 月 日 土 ～ 月 日 日

観覧時間： ： ～ ： （土日祝日は ： ～ ： ）

観 覧 料：無料

会 場：総合情報館 展示室

実施報告 
・民具や写真パネルを通して、明治時代以降の人々の暮らしを紹介するテーマ展。令

和 年度は昭和 年にあたるため、昭和 ～ 年代の街道の写真と同じ場所の

令和になってからの様子をパネルで紹介した。

・例年通り、小学校 年生の社会科見学にも対応できるよう、学校教育課の担当者と

話し合いを行い、展示内容を検討した。 

観覧者数： 名

開催日数： 日

展示点数： 点（＋写真パネル 点）

担 当 者：五月女仁美

展示資料一覧

くらしの道具

昭和 年代以前の暮らしの道具

資料名 サイズ（㎝） 点数 備考

衣

げた（女物） × ×

げた（男物） × ×

げた（子供用） × ×

カンカン帽 × ×

パナマ帽 × ×

火のし × ×

「町の道具 昔のくらし」
チラシ（館で作製）
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こて × ×

炭火アイロン（たつ甲アイロン） × ×

せんたく板 × ×

たらい × ×

衣桁 × ×

丸帯 ×

住

行燈 × ×

吊るしランプ × ×

長火鉢（関東型） × ×

行火 × ×

湯たんぽ × ×

食

なべ（蓋あり） × ×

鬼おろし × ×

羽釜 × ×

飯びつ × ×

めしびつ入れ（えじこ） × ×

箱膳 × ×

昭和 年代以降の暮らしの道具

資料名 サイズ（㎝） 点数 備考

真空管ラジオ × ×

柱時計 × ×

茶箪笥 × ×

ちゃぶだい × ×

飯椀（ちゃわん） × ×

汁椀（おわん） × ×

皿 × ×

ゆで卵器 × ×

カメラ
× × （ボ

ディサイズ）
キャノン

電気アイロン × ×

オープンリール テープレコー

ダー
× ×

白黒テレビ × × ポータブルタイプ

カラーテレビ（ダイヤル式） × ×
ナショナル
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足踏みミシン
～ × ×

～
福助製

電動ミシン
～ ×

× ×

ジ ャ ノ メ ミ シ ン

エクセル

しごとの道具

資料名 サイズ（㎝） 点数 備考

はかる道具

さおばかり ×

ひょうたんばかり × ×

一升ます × ×

一合ます × ×

馬と仕事

牛馬車鑑札
×７ × ／
× ×

馬用お札 × ×

はも × ×

稲作

稲刈りがま
× ／ ×  

ヒトツマナグ × ×  

手鉤 × ×  

からすき（イシャリ） × ×  

千歯扱き × ×

唐箕
× ×

梨づくり

梵天 ×

捕虫器 × ×

摘果ばさみ ×

梨下駄 × ×

袋掛作業箱 × ×

袋掛けカゴ × ×

収穫ばさみ ×

糖度計 × ×

梨かご × ×

梨出荷用木箱
× × 側面に「芳賀町梨組

合」とあり

梨枝剪定用ノコギリ × ×

梨枝剪定用はさみ × ×

体験用 黒電話 × ×
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常設展

博物館と文書館の収蔵資料を活用し、展示室１で実施している。総合情報館では、芳賀

町の歴史と文化に関係する資料（文書や記録、歴史、芸術、民俗、産業などに関係するも

の）を収集し、調査・研究した後、教育的な配慮の基に紹介している。

展示室に入って右側は芳賀町で出土した考古資料の展示、左側は内容を決めて行うテ

ーマ展示を実施している。テーマ展示は、数か月ごとに新しいテーマで行っている。

テーマ展示

№ 展示名 期間 出品点数（博物館分）

農村の風景と道具
令和 年 月 日（土）

～ 月 日（木）
点（美術資料 点、民具 点）

ふしぎな生き物
令和 年 月 日（土）

～ 月 日（木）
点（美術資料 点）

いろいろな部屋 いろいろ

な道具

令和 年 月 日（土）

～ 月 日（木）
点（民具 点、写真資料 点）

「町の道具 昔のくらし」展示風景 

「いろいろな部屋 いろいろな道具」の展示風景 
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２ 諸表

展覧会事業

企画展・テーマ展等

№ 展覧会名 会期 出品点数 実日数 観覧者数

〈企画展〉

栃木県立博物館地域移動博物館

ときめく鉱物教室

令和 年 月 日 土
～ 月 日 日

点

〈企画展〉町制施行 周年記念

花と鳥 生誕 年 岩村秀巖の

花鳥画

令和 年 月 日 土
～ 月 日 日

点

〈テーマ展〉
町の道具 昔のくらし

令和 年 月 日 土
～ 月 日 日

点

常設展示のみ開場等

企画展アンケート集計結果

総集計数

展覧会名
回収期間
＝展示期間

回収枚数

〈企画展〉栃木県立博物館地域
移動博物館 ときめく鉱物教室

令和 年
月 日 土 ～ 月 日 日

枚
観覧者の ％

〈企画展〉町制施行 周年記念
花と鳥 生誕 年 岩村秀巖の
花鳥画

令和 年
月 日（土）～ 月 日（日）

枚
観覧者の ％

住まい

ときめく鉱物教室 岩村秀巖の花鳥画

芳賀町内

町外かつ県内

栃木県外

２年齢

ときめく鉱物教室 岩村秀巖の花鳥画

未就学

小学生

中学生

高校以上の学生

学生以外 ～

歳代

歳代

歳代

歳代

歳代以上
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３同伴者

ときめく鉱物教室 岩村秀巖の花鳥画

ひとり

家族

友人

団体

その他

未記入

４展覧会を知った理由（複数回答あり）

ときめく鉱物教室 岩村秀巖の花鳥画

広報

新聞

チラシ・ポスター

人から聞いて

ホームページ

ＳＮＳ

偶然など

５満足度

ときめく鉱物教室 岩村秀巖の花鳥画

大変よかった

よかった

普通

やや不満

とても不満

無回答

６意見・感想など（回答の中でも多かったもの）

【ときめく鉱物教室】

・自然系の展示は毎回好評であり、開催を希望する声も多く、好意的な感想が多かった。

・鉱物を触るなど、体験できるコーナーは評判が良かった。

・展示解説の読みやすさや、展示量、広報の仕方など、工夫を求める声もあった。

【岩村秀巖の花鳥画】

・芳賀町に関する展示、郷土の人物を紹介する展示に対し、好意的な感想が多かった。

・図録、クリアファイル、ポストカードなどを望む声があった。

・解説文の文字の大きさ、関連事業の開催曜日などに対し工夫を望む声があった。
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企画展関連事業

№ 事業名 講師等 実施期日 会場 人数 内 容

企画展関連講座
「火山灰は宝石
箱」

講師：吉田貴洋
氏（栃木県立博
物館自然課主任
研究員）

令和 年 月
日 土

～
多目的室

「ときめく
鉱物教室」
展にあわせ
て実施

企画展関連ギャラ
リートーク

解説：総合情報
館担当学芸員

令和 年
月 日 土）

～
展示室

「岩村秀巖
の花鳥画」
展にあわせ
て実施

企画展関連ギャラ
リートーク

解説：総合情報
館担当学芸員

令和 年
月 日 土）

～
展示室

「岩村秀巖
の花鳥画」
展にあわせ
て実施

普及教育事業

学校への対応（社会科見学等）

№ 事業名 期 日 実施会場 参加人数 備 考

芳賀北小学校 年
社会科見学

令和 年
月 日（火）

主に展示
室

年生
引率

芳賀南小学校 年
社会科見学

令和 年
月 日（金）

主に展示
室

年生
引率

芳賀東小学校 年
社会科見学

令和 年
月 日（火）

主に展示
室

年生
引率

計 児童 引率

団体見学

№ 事業名 期 日 実施会場 参加人数 備 考

とちぎ古墳巡りの旅
第 弾

令和 年 月
日（土）

主に展示
室

企画： 栃木放送

協力：古墳にコーフ

ン協会栃木県支部

社会科見学の様子 
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利用者数表

№ 事業名 人数 内訳 参加人数

展示事業

企画展・テーマ展

常設展示のみ等

普及教育事業

企画展関連事業

学校への対応 見学・体験

団体見学・講座等

計

※展示事業に関係する項目については、文書館の数値と合算した。

３ 資料収集・管理・整理事業

所蔵資料集計表

令和 年度目録登録済み資料点数 （ ）内は既登録点数

種類等 購入 寄贈 移管等 計

考古

考古（分館）

歴史

民俗資料

美術資料

福田たね資料

岩村秀巖資料

芥川やす子資料

福田蘭童資料

計

※令和 年度から目録登録済みの点数に変更（参考資料、未整理資料は除く）、令和 年度は

一部登録区分を変更した資料あり

資料貸出

№ 種類等 資料名 貸出先 期間 備考

考古

谷近台遺跡出土 有舌尖頭器
点

免の内台遺蹟出土 磨製石鏃
点

栃木県立博物
館

令和 年
月 日

～令和 年
月 日

平成 年から継続
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出版・掲載

№ 区分 資料名 利用先 許可日 備考

放送

（提供画像）
福田たね（ 歳）肖像写真
福田たね《館山の茶屋》
福田たね《 年前の布良》
福田たね《海底写真》

日本放送協会
知財センター
アーカイブス
部

令和 年
月 日

「ハイビジョン特集
天才画家の肖像 青木
繁 親友の坂本繁二郎
が見た栄光と悲劇」放
送番組の再放送

出版

（提供画像）
福田たね《 年前の布良》
福田たね《館山の茶屋》
福田たね《帰る船を待つ女房》

青木繁「海の
幸」記念館を
保存する会

令和 年
月 日

青木繁「海の幸」記念館
周年記念誌作成のた

め

令和 （ ）年度寄贈等資料

№ 種類等 資料名 点数 寄贈者・備考

美術・

歴史
北村季山資料ほか 一括 祖母井 個人

美術 岩村秀巖《聖徳太子孝養像》 幅 芳志戸 個人

民俗 軍服上下 一式 上延生 個人

考古
谷近台遺跡出土遺物（土器 点）

錫杖塚古墳出土遺物（剣 点）
一式

栃木県埋蔵文化財センター

より返却

修繕・修復等

№ 種類等 資料名 修復期間 備考

美術 岩村秀巖《十三仏図》 令和 年 月～ 月
令和 年度寄贈資料、

令和 年度展示予定

美術
岩村秀巖模写《虎図（模

本）》裏打ち、マット装
令和 年 月 令和 年展示

分館作業

№ 作業内容 実施日 作業日数 備 考

考古資料移動 令和 年 月 日～ 月
与能分館から旧稲毛田

小学校へ

計

岩村秀巖 
《十三仏図》 
の修復の様子 

修復前（部分） 修復中 修復後（部分） 
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与能分館からの搬出の様子 

旧稲毛田小学校への搬入（左）と搬入後（右）の様子 
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Ⅴ 文書館の統計と事業

１ 資料の移管・収集

収蔵文書（令和 年 月 日現在）

文書の区分 資料点数 計

古文書

寄贈文書 点
点

寄託文書 点

マイクロフィルム リール リール

公文書
歴史的公文書 点

点
旧町村役場文書 点

学校関係文書

閉校小学校資料 点

点
芳賀中学校移管文書 点

芳賀高校文書 点

祖母井保育園移管文書 点

写真資料
広報写真資料 点

点
広報写真フィルム資料 点

※未整理資料は除く

行政文書の移管

各課から保存期間満了文書の受け入れを行った。移管について、役場書庫において廃

棄前文書を確認選別する方式をとった。令和 年度は 点の資料を受け入れた。

私文書の寄贈

個人所蔵の資料について、 件の寄贈受入を行った。

№ 文書名 文書点数 備 考

栁田博家文書 点 南高根沢中学校航空写真

加藤家文書 点 上野原農学校教諭関係書籍等

大山正樹家文書 点 下延生農学校主豊田林平関係資料

（ ）私文書の寄託

個人所蔵の資料について、 件の寄託受入を行った。

№ 文書名 文書点数 備 考

豊田軍二家文書 点 下延生農学校及び校主豊田林平関係資料

岩村寿久家文書 点 岩村秀巖関係資料

岡田年弘家文書 点 芳志戸村名主資料
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２ 資料の利用と普及

レファレンス

芳賀町の歴史・文化に関する問い合わせに対応し、文書館資料等の提供を行っている。

令和 年度は、 件の問い合わせがあった。

資料の閲覧申請件数

文書館資料（古文書、地図、行政刊行物等）の閲覧： 件

国立国会図書館レファレンス協同データベースの活動

レファレンス協同データベースは、国立国会図書館が、全国の公立図書館等と協力で

構築運営している検索サイトである。文書館には多種多様な問い合わせが来る。それら

に対して、どのような回答を行ったのか、平成 年 月 日、芳賀町総合情報館とし

て登録し、様々な芳賀町に関する問い合わせとその回答を入力し、インターネット上か

ら自由に検索することができるようにしている。

古文書検索システム

令和 年 月から、古文書検索システムの運用を館内で開始した。目録を公開してい

る寄贈・寄託文書及び複製資料の一括検索が可能となり、 件の目録を公開（令和

年 月 日現在）している。

広報はが検索システム

令和 年 月から、広報はが検索システムの運用を館内で開始した。昭和 年の創刊

号から令和 年 月号までの記事 令和 年 月 日現在 の検索が可能となっている。

文書館の展示（企画展・特別展・常設展）

【企画展】

「下延生農学校－豊田林平がまいた農業教育の種－」

期 間：令和 年 月 日（金祝）～ 月 日（日）（ 日間）

観覧時間： ： ～ ： （土日祝日は ： ～ ： ）

会 場：芳賀町総合情報館 展示室

主 催：芳賀町教育委員会・芳賀町総合情報館

後 援：エフエムとちぎ・下野新聞社・とちぎテレビ・読売新聞宇都宮支局

趣 旨：明治時代に開校した私立下延生農学校は芳賀郡初の実業学校として先進的な農業

教育を実施し、多くの人材を育成した。創設した豊田林平は芳賀町域初の洋方医

として働きながら、私財を投じて学校を運営し、校長となった与能出身の阿久津

環之丞は長年に渡り無給で教鞭をとった。その他にも芳賀町域の人たちがその経

営に協力したり、町内にも卒業生が多く、芳賀町の歴史の中でもとても重要な学

校だったといえる。

下延生農学校は後に上野原に移転、財団法人化や清原へ移転するなどして現在

は栃木県農業大学校となっているが、この歴史を知る町民はあまり多くない。今回
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の企画展では農学校に関する歴史資料を展示し、農業教育に尽力してきた芳賀町

の先人たちの功績を紹介した。

観覧者数： 名

展示点数： 点（パネル含）

印 刷 物： ポスター、 チラシ（両面）

その他：展示補足資料を配布

１．設立者豊田林平と開校を支えた人たち

資料名 年代 数量 所蔵 備考

私立下延生農学校設立ノ起源

及沿革ノ概要

明治 年（ ） 点 個人（当館寄託）

豊田林平肖像写真 － 個人（当館寄託） パネル展示

豊田医院と豊田林平（写真） － 個人（当館寄託） パネル展示

祖母井尋常高等小学校一覧表 明治 年（ ） １冊 当館（祖母井小学校文書）

事務引継書 大正 年（ ） １冊 当館（与能小学校文書）

種痘鑑定証 明治 年（ ） １枚 個人（当館寄託）

豊田医院領収証 明治 年（ ） １枚 当館

阿久津環之丞肖像画 大正 年（ ） － 個人 パネル展示

卒業証書 明治 年（ ） １枚 個人（当館寄託）

阿久津校長送辞 大正 年（ ） １枚 個人（当館寄託）

表彰状 大正 年（ ） １枚 個人（当館寄託）

福田豊吉写真 明治 年（ ） － 当館 パネル展示

西水沼尋常小学校学校概覧表 明治 年～明治

年（ ～ ）

１冊 当館（水沼小学校文書）

福田翁建碑除幕式記念写真 大正 年（ ） － 当館 パネル展示

三余師徳碑（拓本） 平成 年（ ） １点 当館 碑は大正

年建立

与能小学校寄付受入台帳 明治 年～平成

年（ ～ ）

１冊 当館（与能小学校文書）

卒業記念集合写真 明治 年（ ） － 当館 パネル展示

「下延生農学校 豊田林平がまいた農業教育の種 」

左から ポスター チラシ 表・裏
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２．私立下延生農業補習学校

資料名 年代 数量 所蔵 備考

私立下延生農業補習学校学則 明治 １枚 個人

新年拝賀式挙行案内状 明治 年（ ） １枚 個人

３．私立下延生農学校

資料名 年代 数量 所蔵 備考

紀元節儀式挙行案内状 明治 年（ ） １枚 個人

校友会発会式案内状 明治 年（ ） １枚 個人

拝賀式参列案内状 明治 年（ ） １枚 個人

寄附金領収証 明治 年（ ） １枚 個人

配達牛乳代領収証 大正 年（ ） 枚 個人

卒業証書 大正 年（ ） １枚 個人（栃木県立文書館寄

託）

私立下延生農学校集合写真 大正 年（ ） １枚 個人

忠孝の書 明治 年（ ） １点 個人（当館寄託）

下延生農学校校旗 （大正） １点 個人（当館寄託）

官報第７０１９号 明治 年（ ） － 国立国会図書館デジタル

コレクション

パネル展示

私立下延生農学校校舎（写真） （明治） － 個人（当館寄託） パネル展示

下延生農学校校舎と講堂（新

聞記事）

明治 年（ ） － 「下野新聞」明治 年

月 日付

パネル展示

講習科生募集（新聞記事） 明治 年（ ） － 「下野新聞」明治 年

月 日付

パネル展示

芳賀北部講演会（新聞記事） 明治 年（ ） － 「下野新聞」明治 年

月 日付

パネル展示

４．上野原農学校

資料名 年代 数量 所蔵 備考

郡立農学校に引直しの請願書

写

大正 年（ ） １枚 当館（南高根沢村役場文

書）

下延生農学校郡経営問題（新

聞記事）

大正 年（ ） － 「下野新聞」大正 年 月

日付

パネル展示

官報第２３９７号 大正 年（ ） － 国立国会図書館デジタル

コレクション

パネル展示

上野原農学校卒業並移転校式

豊田氏建碑除幕式（新聞記事）

大正 年（ ） － 「下野新聞」大正 年

月 日付

パネル展示
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芳賀北部民蹶起郡農校移転運

動（新聞記事）

大正 年（ ） － 「下野新聞」大正 年

月 日付

パネル展示

上野原農学校祝賀会（新聞記

事）

大正 年（ ） － 「下野新聞」大正 年

月 日付

パネル展示

財団法人寄附金申込書綴 大正 年（ ） １冊 栃木県立文書館

財団法人設立総会案内状 大正 年（ ） １枚 個人（栃木県立文書館寄

託）

財団法人設立許可申請 大正 年（ ） － 国立公文書館 パネル展示

上野原農学校寄附行為と財産

目録

（大正 年）（ ） ５枚 個人

財団法人上野原農学校基本金

寄附者芳名

（大正 年）（ ） ３枚 個人

設立者変更の件認可申請 大正 年（ ） － 国立公文書館 パネル展示

官報第３７３０号 大正 年（ ） － 国立国会図書館デジタル

コレクション

パネル展示

生徒募集要項 大正 年（ ） １枚 個人

上野原農学校本科女子部増設

の件

昭和 年（ ） － 国立公文書館 パネル展示

本館前での体操（写真） － 『清原農学寮のあゆみ』よ

り

パネル展示

上野原農学校の図 昭和 年（ ） － 国立公文書館 パネル展示

元上野原農学寮実習地に関す

る件回答

昭和 年（ ） １冊 当館（祖母井町役場文書）

水橋村議会議案 昭和 年（ ） １冊 当館（水橋村役場文書）

財団法人上原校小口寄付受入

帳並ニ支出記入

大正 年～昭和

年（ ～ ）

１冊 栃木県立文書館

県下初めての試、興味ある講

習（新聞記事）

昭和 年（ ） － 「下野新聞」昭和 年 月

日付

パネル展示

上野原農学校廃校願 昭和 年（ ） － 国立公文書館 パネル展示

財団法人上野原農学校解散届 昭和 年（ ） － 国立公文書館 パネル展示

５．上野原農学寮

資料名 年代 数量 所蔵 備考

上野原農学寮の全景（写真） 昭和 － 『清原農学寮のあゆみ』よ

り

パネル展示

軍事教練（写真） 昭和 － 『清原農学寮のあゆみ』よ

り

パネル展示
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鶏舎と豚舎（写真） 昭和 － 『清原農学寮のあゆみ』よ

り

パネル展示

上野原農学寮寄宿舎（写真） 昭和 － 『清原農学寮のあゆみ』よ

り

パネル展示

本館教室（写真） 昭和 － 『讃農之碑建立記念誌』よ

り

パネル展示

上野原農学寮卒業生決議（新

聞記事）

昭和 年（ ） － 「下野新聞」昭和 年

月 日付

パネル展示

上野原農学寮廃止願 昭和 年（ ） － 栃木県立文書館 パネル展示

６．清原農学寮以後

資料名 年代 数量 所蔵 備考

栃木県農業大学校内の石碑

（写真）

－ 栃木県農業大学校 パネル展示

７．農学校の実習と農具

資料名 年代 数量 所蔵 備考

学事年報取調条項 昭和 年（ ） － 栃木県立文書館 パネル展示

手回し脱穀機による実習風景

（写真）

（昭和） － 『清原農学寮のあゆみ』よ

り

パネル展示

農場実習（写真） （昭和） － 『清原農学寮のあゆみ』よ

り

パネル展示

農産加工実習 豆腐作り（写

真）

（昭和） － 『讃農之碑建立記念誌』よ

り

パネル展示

畜産実習 豚の解体（写真）） （昭和） － 『讃農之碑建立記念誌』よ

り

パネル展示

上野原農学校がまた野菜類を

市内各所で安売する（新聞記

事）

昭和 年（ ） － 「下野新聞」昭和 年

月 日付

パネル展示

苗ひき板 １点 当館

田植え縄 １点 当館

足踏み式脱穀機 １点 当館

土摺臼 １点 当館

万石 １点 当館

播種器 １点 当館

鎌 １点 当館

鍬（野州鍬） １点 当館

万能鍬（備中鍬） １点 当館

豆腐作りの道具 １点 当館
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関連事業

企画展関連講座

日 時：令和 年 月 日 土 ： ～ ：

題 目：理想の人 豊田林平と下延生農学校

講 師：鈴木健一氏（元栃木県立文書館長）

会 場：芳賀町総合情報館 多目的室

参加人数： 名

【特別展】

芳賀町町制施行 周年記念・令和６年度国立公文書館所蔵資料展「近代日本のあゆみと芳賀

町」

期 間：令和 年 月 日（土）～ 月 日（日）（ 日間）

観覧時間： ： ～ ： （土日祝日は ： ～ ： ）

会 場：芳賀町総合情報館 展示室

共 催：独立行政法人国立公文書館・芳賀町総合情報館

趣 旨：国立公文書館所蔵資料展開催会場の公募に応募し、選定の結果、町制施行 周年

の節目に合わせて令和 年度は当館での開催が実現することとなった。なおこれ

までも２回程応募していたが、今回が初の開催である。

展示は「明治維新と芳賀」、「明治時代の日本と芳賀」、「大正時代の日本と芳賀」、

「戦時下の日本と芳賀」、「戦後の日本と芳賀町の誕生」の５部構成となっており、

それに加えて「記録に残る芳賀町の人物」というコーナーを設けた。

展示風景 

講座の様子 
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観覧者数： 名

展示点数： 点（パネル展示）

印 刷 物： ポスター、 チラシ（両面）

パネル タイトル 資料名 年代 所蔵機関

第 部 明治維新と芳賀

戊辰戦争と芳

賀

戊辰所用錦旗及軍旗真図 公文附属の図・二九四号 戊辰

所用錦旗及軍旗真図

国立公文書館

黒羽御役所御達書写 黒羽御役所御達書写 慶応 年 芳賀町総合情

報館寄託

廃藩置県と栃

木県、芳賀郡の

設置

廃藩置県の詔 藩ヲ廃シ県ヲ置ク 明治 年 国立公文書館

山田郡、新田郡、邑楽郡の

栃木県から群馬県への移管

群馬県栃木県管轄上野国ノ内

三郡土地人民并諸帳簿請取届

明治 年 国立公文書館

郡役所の設置 橡木県郡役所設置届 明治 年 国立公文書館

第 部 明治時代の日本と芳賀

国会開設運動

と芳賀

栃木県で最初の県会議員選

挙

野沢泰次郎ヘ緑綬褒章下賜ノ

件

明治 年 国立公文書館

山口信治の建白書 栃木県平民山口信治建白国会

開設ノ件

明治 年 国立公文書館

大日本帝国憲

法の発布

国会開設ノ勅諭 国会開設ノ勅諭 明治 年 国立公文書館

大日本帝国憲法 大日本帝国憲法・御署名原本・

明治二十二年・憲法二月十一日

明治 年 国立公文書館

府県制郡制と

選挙

府県制、郡制の公布 府県制郡制ヲ定ム 明治 年 国立公文書館

第 回衆議院議員総選挙 衆議院議員当選者調書ヲ上奏

ス

明治 年 国立公文書館

鉄道と芳賀 東野鉄道株式会社へ鉄道敷

設本免許状が下付される

東野鉄道株式会社鉄道敷設本

免許状下付ノ件

明治 年 国立公文書館

鉄道国有法 鉄道国有法・御署名原本・明治

三十九年・法律第十七号

明治 年 国立公文書館

「近代日本のあゆみと芳賀町」

左から ポスター チラシ 表・裏
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町村是の制定 祖母井村是実行規定 村是実行台帳 大正 年 芳賀町総合情

報館

町村是の制定と実行 栃木県ニ於ケル町村是ノ実行 大正 年 国立公文書館

男子普通選挙

と芳賀

衆議院議員選挙法改正法律

の公布

衆議院議員選挙法改正・御署名

原本・大正十四年・法律第四七

号

大正 年 国立公文書館

衆議院議員選挙の当選者

藤沼庄平

藤沼庄平 昭和 年 国立公文書館

第 部 戦時下の日本と芳賀

宇都宮陸軍飛

行学校

宇都宮陸軍飛行学校の設置 宇都宮陸軍飛行学校令ヲ定ム 昭和 年 国立公文書館

写真週報 号 昭和

年 月 日号

写真週報 号 昭和 年

月 日号

昭和 年 国立公文書館

戦時下の生活

と戦争の終結

国民貯蓄組合法 国民貯蓄組合法・御署名原本・

昭和十六年・法律第六四号

昭和 年 国立公文書館

終戦の詔書 大東亜戦争終結ニ関スル詔書・

御署名原本・昭和二十年・詔書

八月十四日

昭和 年 国立公文書館

第 部 戦後の日本と芳賀町の誕生

日 本 国 憲 法

地方自治法

日本国憲法 日本国憲法・御署名原本・昭和

二十一年・憲法一一月三日

昭和 年 国立公文書館

地方自治法 地方自治法 昭和 年 国立公文書館

昭和の大合併

と芳賀町の誕

生

町村合併促進法 町村合併促進法 昭和 年 国立公文書館

新町建設計画の決定 芳賀町建設計画 昭和 年 芳賀町総合情

報館

芳賀町の設置 町村の廃置分合（芳賀郡祖母井

町、南高根沢村、水橋村を廃し

芳賀町を置く）

昭和 年 国立公文書館

合併の時点の 町村の地図

合併祝賀式典の写真 記録写真集 昭和 年 芳賀町総合情

報館

記録に残る芳賀町の人物

関本平八 栃木師範学校を退職 高等官進退（栃木師範 関本平

八）本官を免ず

昭和 年 国立公文書館
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特別展関連行事

国立公文書館の鎌田館長による視察

日 時：令和 年 月 日 水

会 場：芳賀町総合情報館 展示室１

国立公文書館の鎌田館長が来館され、展示を視察された。当館職員と歓談後、大関町長と共

に展示をご覧いただいた。

特別展関連行事

ギャラリートーク

日 時：令和 年 月 日 土 ： ～ ：

講 師：鈴木隆春氏（公文書専門官）

会 場：芳賀町総合情報館 展示室１

参加人数：１１名

鈴木隆春公文書専門官によるギャラリートークを行った。

展示風景 

視察の様子 

ギャラリートークの様子 
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【常設展】

№ 展 示 名 期 間 展示資料数

町制施行 周年記念 芳賀

町のあゆみ（第 部）

令和 年 月 日 土 ～

月 日 日
点（パネル展示）

国立公文書館の展示に合わせ、北側入り口付近にてパネル展を行った。展示室入口付近に

置いたテレビで、 点の写真資料の画像を写した。

№ 展 示 名 期 間 展示資料数

町制施行 周年記念 芳賀

町のあゆみ（第 部）

令和 年 月 日 水 ～

月 日 木
点（パネル含） 

第 部と同様に展示室入口付近にテレビを設置し、 点の写真資料の画像を展示した。

 

また、第 部・第 部を通して「みんなでつくる芳賀町思い出マップ」を掲示した。来館

者から芳賀町に関する思い出のエピソードを募集し、専用の用紙に記入したものを地図に張

り付けてもらった。

展示風景 

展示風景 
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№ 展 示 名 期 間 展示資料数

疫病と祈り・まじない

※「きぶな絵付け体験」に合わせた

展示

令和 年 月 日 土 ～

月 日 木
点（パネル含） 

イベント

文書館資料や展示の理解を深めるため、令和 年度は 回のワークショップを行った。

題 目 ワークショップ「きぶな絵付け体験」

開 催 日 令和 年 月 日 土 ※情報館まつりのときに開催

講 師 ふくべ洞 小川昌信氏、大倉吉久氏

参加者数 名

（ ）その他

令和 年 月 日に行われた芳賀北小学校「はがまるふるさと学校」に参加し、 年生

を対象に芳賀町の太々神楽について解説した。また、令和 年度企画展で作成した 「星

宮神社太々神楽ダイジェスト」（図書館資料）の映像を流した。

展示風景 

ワークショプの様子 
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Ⅵ 予 算

令和６年度当初予算

款 教育費／ 項 社会教育費 （単位：千円）

目 総合情報館費

総合情報館管理費

計 節 金額 摘要

報酬 会計年度任用職員報酬等

職員手当等 期末手当等

旅費 費用弁償（通勤手当）等

需用費 管理用消耗品

役務費 通信料等

委託料 設備の保守管理等

使用料及び賃貸料 機器リース料等

工事請負費 外壁改修工事

総合情報館図書館運営費

計 節 金額 摘要

報酬 委員報酬・会計年度任用職員報酬等

職員手当等 期末手当等

報償費 講師謝礼等

旅費 研修旅費等

需用費 新聞、雑誌、図書整備用消耗品等

役務費 郵便料等

委託料 図書システム保守等

使用料及び賃貸料 システム使用料等

備品購入費 図書購入・施設用備品等

負担金補助及び交付金 栃木県公共図書館協議会・栃木県央

公共図書館連絡協議会・日本図書館

協会負担金

総合情報館博物館運営費

計 節 金額 摘要

報酬 会計年度任用職員報酬

職員手当等 期末手当等

報償費 講師謝礼等

旅費 調査・打合せ・研修等旅費

需用費 資料保存・展示会用印刷費等

役務費 運搬費

委託料 資料修復、展示委託等

使用料及び賃貸料 著作物使用料

備品購入費 参考図書、作品用額等
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負担金補助及び交付金 栃木県博物館協会・日本博物館協会

負担金

総合情報館文書館運営費

計 節 金額 摘要

報酬 会計年度任用職員報酬

職員手当等 期末手当等

報償費 講師謝礼等

旅費 調査・視察・研修等旅費

需用費 資料整理・展示用消耗品等

委託料 資料管理業務等

使用料及び賃借料 著作物使用料

備品購入費 文書館施設用備品

負担金補助及び交付金 全国歴史資料保存利用機関連絡協

議会・全国歴史資料保存利用機関連

絡協議会関東支部負担金

50



Ⅶ 組織

１ 芳賀町総合情報館＜知恵の環館＞運営協議会委員名簿（令和 年 月 日現在）

（任期：令和 年 月 日～令和 年 月 日）

※付は（任期：令和 年 月 日～令和 年 月 日）

会 長 岩﨑 進 学識経験者兼芳賀町ＰＴＡ連絡協議会副会長

副会長 小山 佳子 子育て支援センター長

委 員 津村 勝之 校長会副会長（芳賀中学校長）※

委 員 渡辺恵美子 町文化財保護審議会長

委 員 森 多佳子 学識経験者

委 員 中村 智治 栃木県立博物館教育広報課長

委 員 吉澤麻衣子 栃木県立図書館企画協力課主任

委 員 月井 剛 栃木県立文書館副主幹

２ 令和 年度芳賀町総合情報館＜知恵の環館＞の組織（令和 年 月 日現在）

芳賀町教育委員会―生涯学習課―総合情報館係―図書館・博物館・文書館

館長 田中 一紀

（生涯学習課長兼務）

図書部門 
司書(会計年度任用職員) 

菊池 翌加 
阿久津美歩 
阿久津百香 
平林 静香 

学校配属司書 
谷中亜希子 
柳 陽子 
木下 悦子 
深澤 由子 

博物部門 
学芸員(会計年度任用職員) 

五月女仁美 

文書部門 
学芸員(会計年度任用職員) 

直井祐紀枝 

係長 黒川あゆみ

主査 大根田貴子

事務補助（会計年度任用職員） 齋藤 正美
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Ⅷ 利用案内

１ 交通案内

・ＬＲＴ：「宇都宮駅東口」から「芳賀工業団地管理センター前」下車、ＪＲバスに乗り換

え「芳賀町役場前」下車すぐ

・バ ス：ＪＲ宇都宮西口３番乗場より祖母井、茂木方面行「芳賀町役場」下車すぐ

・自動車：北関東自動車道真岡Ｉ Ｃから約 分

ＪＲ宇都宮駅東口から東へ約 分

２ 開館時間

・火曜日～金曜日 ： ～ ：

・土・日・祝日 ： ～ ：

※開館時間が変更になる場合があります。

３ 休館日

・毎週月曜日（月曜日が祝日・振替休日の場合はその翌日）

・年末年始（ 月 日～ 月 日）

・図書整理日（月の末日。ただし、その日が土曜日、日曜日または月曜日に当たるときは、

その直前の金曜日〔当該金曜日が休日に当たるときはその前日〕とする。）

・特別整理期間（年 日以内）

※その他、臨時に休館する場合があります。

４ 部門別利用案内

図書館

利用登録

・本などの資料を借りるときは利用者登録（情報館図書館利用者カードの発行）が必要

です。初めての方は本人確認ができる証明書（運転免許証、保険証、学生証等）をお持

ちの上、窓口で利用者登録をお願いします。

・利用者登録できる方

①芳賀町に在住、通勤、通学の方

②芳賀郡内の市町に在住の方（真岡市、益子町、市貝町、茂木町）

③広域利用の協定を結ぶ市町に在住の方 宇都宮市、鹿沼市、日光市、さくら市、

アクセス 駐車場のご案内
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下野市、上三川町、壬生町、高根沢町）

借りるとき

・資料の貸出冊数と貸出期間

図書・雑誌・紙芝居 冊まで
週間（ 日間）

ビデオ・ＤＶＤ・ＣＤ 点まで

・貸出期間の延長は、他の方の予約がなく、貸出期限内に限り、１回のみ可能です。

・自動貸出機をご利用ください（ＤＶＤ・ＣＤを除く）。窓口での手続きをせずに貸出が

できます。

返すとき

・開館時間内は、窓口にお願いします。

・閉館時間及び休館日は、南側出入り口横のブックポストをご利用ください。ただし、

破損等の恐れがあるため、ビデオ、ＤＶＤ、ＣＤ、大型絵本・大型紙芝居は、絶対に入

れないでください。

コピーサービス

・所蔵資料は著作権法の規定の範囲内でコピーが可能です。（有料）

視聴覚コーナーの利用

・カウンターで手続きの上、ビデオ、ＤＶＤ、ＣＤの視聴ができます。

インターネット端末の利用

・調べものなどがあるときは、カウンターで手続きの上、ご利用いただけます。ただし、

ホームページなどの印刷はできません。

その他

・総合情報館ホームページから蔵書検索をすることができます。また、インターネット

から資料の予約をご希望の場合は、パスワードを発行しますので、お申出ください。

博物館・文書館

展示室

・観覧時間 開館～ ： （展示内容によっては変更することがあります）

・芳賀町に関係する資料の展示、博物館、文書館、図書館が連携した展覧会など年間を

通じて様々な企画を行っています。

団体見学

・団体見学をご希望の場合は、あらかじめご連絡ください。

・体験学習は、事前申込みが必要です。代表者または引率の方はお早めに（１ヶ月以上

前）ご連絡ください。

文書館資料のご利用について

① 文書館資料の閲覧手順について

・資料を閲覧する場所は、職員の指示に従ってください。

・閲覧できる資料については、カウンターの資料目録をご覧ください。

・閲覧の際には「文書館資料閲覧申請書」に必要事項を記入の上、ご提出ください。

・同時に閲覧できる資料は５点までです。

・複製がある資料は、複製資料での閲覧となります。
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・絵図などの大型資料については、当日閲覧できない可能性があります。事前にお問い

合わせください。

・プライバシーの保護や保存上の理由などにより、資料によっては閲覧できない場合

があります。

② 文書館資料の複製について

・複製資料についてはコピーができます。コピーは有料です。（白黒１枚１０円）

・資料原本のコピーはできません。

・資料原本は写真撮影ができます。撮影を希望される場合はカメラをご持参ください。

ただしフラッシュ、ストロボの使用はできません。

・資料のコピー及び写真撮影をする場合は、「情報館資料複写申請書」に必要事項を記

入の上、ご提出ください。

③ 文書館資料の出版物等への利用について

・文書館資料及び複製物を、出版物・画像・映像（ ・ビデオ・インターネット上）

等で掲載、もしくは使用する場合は、事前にお問い合わせください。

④ 利用時のお願い

・資料は清潔な手で取り扱ってください。

・資料は丁寧に取り扱ってください。折り曲げたり、無理に開こうとしたり、書き込

みしたり、指をぬらしてページをめくったりしないでください。

・資料を破ったり、切り取ったりしないでください。

・資料を閲覧する際の筆記用具は、鉛筆のみとし、シャープペンシル、ボールペン、

マジックなどを使用しないでください。

・時計、名札、アクセサリーなど、資料を傷めるおそれのあるものははずしてください。

・資料を館外に持ち出したりしないでください。
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